
自然探検隊 inこどもの森 

セミの抜け殻をさがそう 

7月 17日（月・祝）9:00～11:30  ＠国際児童年記念公園こどもの森 

参加者：15世帯（子ども 23人、大人 20人） 

 

「今年はセミの声を聞くのがやや遅い」という感覚を持ちながら、16 日に下見、17 日に抜け殻調

査を行いました。この調査は、今年 6年目となります。 

 

 

 

 
                         
 
                       
 
                  
 
 
 
 
 
 
 さあ、始まりです 
 
 
             高いところに 
                    「あった！」 
 
 
 

  

 

 

 

 

 

 

探検の途中で実のなる木の説明。「スダジイ」と言う名前です。食べられるドングリの代表格です。 

 

見つけら 

れるかな!? 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
とても大きな 
ヒラズゲンセイを見つけたよ！ 
 
 
 
 
 
 
          てっちゃん先生読む 
          絵本「せみのこえ」。 
          目も心も絵本の中。 
          にぎやかだった空気が 
          急に静かになりました。 
 
           
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 セミの抜け殻をアブラゼミ、クマゼミ、ニイニイゼミ、ツクツクボウシの４種類に分けました。 

見分けるポイントが分かる説明書を見ながら、ひとつひとつ丁寧に分けました。 
 

 

 



クマゼミ 

  アブラゼミ 

  ニイニイゼミ 

  ツクツクボウシ 

    に分けました。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      大学生のお兄さんたちが種類別にカウント。 

 



 

 

 

 

 

 

オブジェ作り 

子どもたちのリクエストに応じ、並べていく。 

子どもも真剣、お母さんも真剣。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

「
こ
ん
な
の 

作
っ
た
よ
！
」 

子どもたちの発想は、型にとらわれず、想いのままに形にします。 

「見て見て。大きなセミがおんぶしてるんだよ。」 

大きなセミの抜け殻の上に、小さいセミの抜け殻がのっかっている。

おんぶは気持ちよかったんだね、きっと。 

葉っぱの上は気持ちいいし、友だちといっしょに居るっていいね。 

ホットボンドの使い方も説明しながら、 

やさしく見守るボランティアの大学生。 



自然探検隊、全員集合！ 

夏の思い出の１ページが作れたかな！？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


